
認知症が疑われるサイン 

 直前にしたことや話したことを忘れてしまう 

 同じ事を何度も言ったり、聞いたりするようになった。 

 置き忘れやしまい忘れが増えて、いつも探しものをしている。 

 知っているはずの人やものの名前が出てこなくなった。 

 つじつまの合わない作り話をするようになった。 

 以前に比べささいなことで怒りっぽくなった。 

 おしゃれや清潔感など身だしなみに気を使わなくなった。 

 今まで好きだった趣味などへの興味や関心がなくなった。 

 外出したり、人と会ったりするのをおっくうがり、嫌がるよ

うになった。 

 今まで出来ていた家事、計算、運転などのミスが多くなった。 

 日付けや時間を間違えたり、慣れた道で迷ったりするように

なった。 

 財布が見当たらないときなど、盗まれたと人を疑うようにな

った。 

 

認知症の困りごと・心配ごとに対応します 

 

 

を設置しました 

 
  

 

 

 

 

 

    

４０歳以上で自宅で生活をしている、認知症 

の方や認知症の疑われる方で下記のいずれかに 

該当する方 
☆認知症の診断を受けていない、または治療を中断して 
いる。 

☆医療サービスや介護サービス等を利用していない。 

☆何らかのサービスを利用しているが、認知症の症状が 

強く、どのように対応してよいか悩む、困っている。 

    

 

                                                 

        

        

 

 

 

 

 

 

 

  

認知症の人や認知症の疑いのある人、その家族のもとに訪問して、認知症についての困りご

とや心配ごとの相談に対応する、医師、保健師、社会福祉士によって構成されたチームです。 

 認知症は誰でもなる可能性のある病気であり、早めの対応が必要です。ひとりで抱え込まず、

地域包括支援センターにご相談ください。 

 

役場 地域包括支援センターに相談 

電話２－２７０７ 

認知症初期集中支援チームで対応 

・家庭訪問 

・必要に応じて医療機関の受診の促しや調整 

・必要な医療や介護サービスの検討 

・認知症の症状に沿った対応や今後についてのアドバ

イス 

その後はケアマネージャーなどの関係機関へ引継

ぎをします。 

「問い合わせ先」 

美深町役場 地域包括支援センター ℡２－２７０７ 

         防災情報端末機 ℡２－１６８３ 

対象となる方 

認知症初期集中支援チームとは？ 


